
（仮訳） 

日米韓外相共同声明 

本日、アントニー・ブリンケン米国国務長官、岩屋毅日本国外務大臣、及び趙

兌烈韓国外交部長官は、電話会談を実施し、１０月３１日（現地時間）の北朝鮮

による大陸間弾道ミサイル（ＩＣＢＭ）の発射を強く非難した。北朝鮮による発

射は、複数の国連安保理決議へのあからさまな違反である。我々は北朝鮮に対し、

朝鮮半島及びそれを超えた地域の平和及び安全を脅かす、挑発的で安定を損なう

一連の行為を直ちに停止するよう強く求める。 

我々は、北朝鮮憲法が韓国を敵対国として新たに定義したことを北朝鮮が明ら

かにしたことに続いて発射が実施されたことに留意している。米国と日本は、自

由で平和な平和的に統一された朝鮮半島への支持を改めて表明した。我々は北朝

鮮に対し、直ちに対話に復帰するよう改めて強く求める。対話を通じてのみ、

我々は朝鮮半島における恒久的な平和を達成できる。 

韓国、米国及び日本は、朝鮮半島の完全な非核化という目標に向かって、引き

続き国際社会と共に緊密に取り組む。我々はまた、国際社会と緊密に連携して、

北朝鮮の違法な大量破壊兵器及び弾道ミサイル計画の資金源となっている不法な

資金調達を阻止するための我々の共同の取組を強化することにコミットしている。

我々は、乏しい資源を北朝鮮の人々からこれらの違法な武器計画に振り向けると

いう北朝鮮の決定に対して遺憾の意を表明する。北朝鮮は、不法な資金調達を通

じて得られた追加的な資金を使用して、弾道ミサイル計画を前進させ、また、複

数の国連安保理決議に違反する形で、弾道ミサイル及びその他の武器をロシアへ

引き続き移転している。 

韓国、米国及び日本は、ロシアへの継続的な違法な武器移転及び最近の北朝鮮

の部隊の派遣を含む、北朝鮮とロシアの間の軍事協力の深化を最も強い言葉で非

難する。 

米国は、韓国及び日本の防衛への米国のコミットメントは強固であり、核を含

むあらゆる種類の能力に裏付けられていることを改めて表明する。さらに、三か

国は、北朝鮮による核・弾道ミサイルの増大する脅威をより効果的に抑止し、対

応するため、我々三か国の安全保障協力を引き続き強化する。 


